
８
月
24
日
、
監
物
台
樹
木
園
に
お

い
て
熊
本
市
内
の
小
学
校
教
諭
を
対

象
に
参
加
者
を
募
り
、
森
林
・
林
業

に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
、
学
校

で
の
森
林
環
境
教
育
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
森
の

塾
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

13
回
目
と
な
る
今
回
の
塾
に
は
６

校
の
小
学
校

か
ら
10

人
の

先
生
方
の
参

加
が
あ
り
ま

し
た
。

課
長
補
佐

の
あ
い
さ
つ

の
後
、
緑
の

普
及
係
長
が

講
師
と
な
り
、

学
校
で
取
り

組
ん
で
い
る

森
林
環
境
教

育
や
森
林
環

境
教
育
の
課

題
・
問
題
点
、

本
日
学
び
た

い
こ
と
な
ど

を
「
自
己
紹

介
カ
ー
ド
」

に
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の

後
、
局
署
で

行
っ
て
い
る

森
林
環
境
教
育
の

取
組
事
例
の
紹
介
、

森
林
・
林
業
に
関

す
る
基
礎
知
識
を

問
い
か
け
る
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
最
初
は

緊
張
気
味
で
し
た
が
、
身
体
を
使
い

枝
や
幹
な
ど
木
の
各
部
位
に
な
っ
て

１
本
の
木
を
作
り
上
げ
る
ゲ
ー
ム
の

時
間
に
は
、
す
っ
か
り
緊
張
も
ほ
ぐ

れ
た
様
子
で
し
た
。

次
に
企
画
係
長
が
講
師
と
な
り
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
日

ご
ろ
手
に
し
て
い
る
チ
ョ
ー
ク
を
鋸

や
金
槌
に
持
ち
替
え
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
挑
戦
。
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
個
性
的
な
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
が
完

成
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
手
に
皆

さ
ん
は
満
足
げ
な
表
情
で
写
真
に
収

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
九
州
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
会
の
安
樂
行
雄
さ
ん
、
荒

木
高
弘
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
樹
木
観
察
を
行
い

ま
し
た
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
は
生

き
物
の
カ
ー
ド
を
背
中
に
貼
り
付
け
、

自
分
が
ど
ん
な
生
き
物
に
な
っ
て
い

る
の
か
を
他
の
人
の
ヒ
ン
ト
か
ら
当

て
る
「
私
は
誰
で
し
ょ
う
」
と
自
然

の
中
に
紛
れ
込
ん
だ
人
工
物
を
見
つ

け
、
そ
の
数
を
当
て
る
「
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
」
を
実
施
。
樹
木
観
察
で
は
樹

木
の
特
徴
や
見
分
け
方
な
ど
の
説
明

に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
、
今

日
一
日
は
生
徒
に
な
り
き
っ
て
勉
強

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
森
林
環
境
教
育
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
で
は
、
児
童
一
人
一
人

が
校
内
に
あ
る
木
に
名
前
を
つ
け
、

そ
の
木
の
一
年
間
の
変
化
を
観
察
す

る
と
言
っ
た
「
自
分
の
木
」
や
専
門

家
を
招
い
て
学
校
内
の
樹
木
を
調
べ

る
取
組
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
他
校
の

先
生
方
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
「
環
境
教
育

と
い
っ
て
も
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

湧
か
な
か
っ
た
た
め
、
今
日
の
塾
は

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
」
「
時
間

を
忘
れ
て
熱
中
し
た
。
」
「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
、
「
森
の
塾
」
は
普
段
で
は
経
験

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
き
た
学
習

の
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）
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趣
旨

九
州
国
有
林
で
は
、
「
輸
入
木
材

に
対
し
て
競
争
力
の
持
て
る
簡
素
で

合
理
的
な
生
産
・
流
通
・
加
工
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
間
伐
材

を
有
効
に
活
用
す
る
大
規
模
需
要
先

な
ど
へ
定
時
・
定
量
・
定
価
格
で
丸

太
を
供
給
す
る
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
、
販
売
し
に
く
か
っ
た

曲
が
り
材
を
定
期
的
に
販
売
し
つ
つ
、

生
産
・
流
通
段
階
で
の
徹
底
し
た
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の
販
売
量
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
、

平
成
20
年
度
ま
で
、
21
千
立
方
㍍
、

１
３
１
千
立
方
㍍
、
１
４
６
千
立
方

㍍
、
１
５
５
千
立
方
㍍
、
１
９
３
千

立
方
㍍
と
着
実
に
増
加
し
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
一
昨
年
か
ら
、
木
材
業
界

関
係
者
や
販
売
相
手
方
企
業
の
参
加

を
得
て
、
生
産
・
流
通
・
加
工
・
販

売
に
至
る
各
段
階
で
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
や
付
加
価
値
向
上
、
新
規
需
要
開

拓
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
実
績

報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
国
有
林
に
お
け
る
成

果
に
よ
り
、
民
有
林
で
の
安
定
供
給

の
取
り
組
み
を
喚
起
し
、
新
た
な
安

定
供
給
ル
ー
ト
が
構
築
さ
れ
る
な
ど
、

大
き
な
波
及
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。平

成
21
年
度
の
取
り
組
み

①
シ
ス
テ
ム
販
売
の
推
進

ス
ギ
に
つ
い
て
は
、
１
８
２
千
立

方
㍍
の
販
売
を
計
画
し
て
お
り
、
間

断
の
な
い
生
産
に
努
め
る
こ
と
で
大

型
工
場
や
地
域
製
材
工
場
へ
の
質
の

高
い
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。
ヒ
ノ

キ
に
つ
い
て
も
、
36
千
立
方
㍍
の
シ

ス
テ
ム
販
売
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

販
売
し
に
く
か
っ
た
Ｂ
材
を
合
板
や

集
成
材
の
原
材
料
と
し
て
需
要
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

②
価
格
デ
ー
タ
の
公
表
と
実
績
報

告
会

生
産
量
が
増
大
し
て
い
く
中
で
、

価
格
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
民
有
林
を
含
め
た
価
格

の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
需
要
開
発
に
よ
る

企
画
提
案
な
ど
具
体
的
な
実
績
報
告

会
を
開
催
し
て
、
各
段
階
で
の
一
層

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
へ
の
取
り
組
み
や

民
有
林
へ
の
普
及
を
促
し
ま
す
。

（
担
当
＝
販
売
課
）

【
長
崎
森
林
管
理
署
】
対
馬
市
立

豆
酘
中
学
校
の
要
請
を
受
け
、
中
学

２
年
生
１
人
を
受
け
入
れ
、
３
日
間

の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

は
、
豆
酘
森
林
事
務
所
森
林
官
ら
を

講
師
に
、
国
有
林
の
役
割
や
仕
事
、

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
生
態
調
査
な
ど
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
コ
ン
パ
ス
測
量
、

保
育
間
伐
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
や
部

活
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
頑
張
り
ま

す
」
と
の
お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
く
じ
ゅ

う
地
区
高
山
植
物
保
護
対
策
協
議
会

で
は
、
入
林
者
の
多
い
夏
季
に
高
山

植
物
の
盗
採
防
止
な
ど
の
保
護
啓
発

を
目
的
と
し
た
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
同
協
議
会
の
各
会
員

か
ら
10
人
が
参
加
。
牧
ノ
戸
峠
か
ら

黒
岩
山
、
泉
水
ル
ー
ト
や
涌
蓋
山
ル
ー

ト
に
お
い
て
、
登
山
者
に
高
山
植
物

の
保
護
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
を

呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
し
お
り
を

配
布
し
て
の
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
宮
崎

県
椎
葉
村
の
三
方
界
国
有
林
内
に
お

い
て
、
当
署
職
員
の
ほ
か
、
霧
立
山

地
の
自
然
環
境
を
守
る
会
会
員
な
ど

20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
下
、

シ
カ
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
の
補
強
作
業

や
ネ
ッ
ト
に
倒
れ
掛
か
っ
た
枯
損
木

の
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
地

は
今
年
６
月
に
補
強
作
業
を
実
施
し

た
個
所
で
す
が
、
さ
ら
に
シ
カ
が
ネ
ッ

ト
内
に
侵
入
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

既
設
の
ネ
ッ
ト
に
ス
カ
ー
ト
を
設
置

し
た
も
の
。
参
加
者
は
、
セ
イ
タ
カ

ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
な
ど
の
希
少
種
の
保

護
を
目
的
に
急
斜
面
の
中
、
作
業
に

汗
し
て
い
ま
し
た
。
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熊
本
南
部
森
林
管
理
署
管
内
に
あ

り
ま
す
代
表
的
な
山
と
い
い
ま
す
と
、

市
房
山
、
国
見
岳
、
鳥
帽
子
岳
、
白

鳥
山
な
ど
数
々
の
山
が
九
州
中
央
山

地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
私

の
管
轄
す
る
区
域
の
白
髪
岳
を
紹
介

し
ま
す
。

白
髪
岳
は
標
高
１
４
１
７
㍍
で
市

房
山
以
南
で
は
最
高
峰
の
山
で
す
。

希
少
動
植
物
も
多
く
、
鳥
類
で
は
ミ

ゾ
ゴ
イ
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
ク
マ

タ
カ
、
ア
オ
バ
ズ
ク
な
ど
が
棲
息
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
植
物
類
は
ブ
ナ

を
は
じ
め
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ヤ
マ

ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
山
頂
付
近
に
あ
っ
た
樹
木

な
ど
が
食
害
（
シ
カ
）
の
被
害
を
受

け
、
特
に
、
ク
マ
サ
サ
に
お
い
て
は

皆
無
の
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
シ
カ

ネ
ッ
ト
を
平
成
17
年
度
か
ら
設
置
し
、

既
存
の
ブ
ナ
な
ど
の
樹
木
の
保
護
と

ク
マ
サ
サ
な
ど
の
植
物
を
回
復
さ
せ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
シ

カ
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
た
こ
と
で
ク
マ

サ
サ
が
地
表
に
顔
を
だ
し
、
樹
木
へ

の
被
害
も
減
少
し
て
き
て
お
り
効
果

が
見
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
皮
肉
な

も
の
で
山
頂
付
近
は
ひ
と
昔
は
ク
マ

サ
サ
に
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
周
囲
を

見
渡
せ
な
い
く
ら
い
で
あ
つ
た
の
が

今
は
３
６
０
度
見
晴
ら
し
の
良
い
所

に
な
っ
て
い
て
、
天
気
の
良
い
日
は
、

南
に
市
房
山
、
西
に
は
霧
島
連
山
な

ど
が
一
望
で
き
眺
め
も
最
高
に
良
い

と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
年
を

通
し
て
登
山
愛
好
者
が
訪
れ
る
白
髪

岳
で
す
の
で
、
今
後
も
す
ば
ら
し
い

自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
、
植
生
の

保
護
な
ど
に
精
一
杯
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
白
髪
岳
の
由
来
は
冬
期
に

木
々
の
枝
に
つ
く
霧
氷
が
麓
か
ら
見

る
と
白
髪
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か

ら
白
髪
岳
と
な
っ
て
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
人
吉
・
球
磨
は
市
房
山

を
始
め
自
然
豊
か
な
土
地
柄
で
す
。

特
に
人
吉
市
に
あ
り
ま
す
青
井
阿
蘇

神
社
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
、

蒸
気
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）
も
熊
本
市
か

ら
運
行
し
て
い
ま
す
。
一
度
、
白
髪

岳
登
山
に
訪
れ
、
そ
の
寄
り
道
と
し

て
人
吉
・
球
磨
の
自
然
・
歴
史
文
化

に
触
れ
て
下
さ
い
。
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「
未
来
へ
と

夢
を
つ
な
い
で

育
て
る
緑
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
て
、

１
０
月
４
日
に
長
崎
県
雲
仙
市
百
花

台
公
園
で
開
か
れ
る

第
33
回
全
国
育
樹
祭

の
記
念
行
事
と
し
て
、

「
２
０
０
９
森
林
・

林
業
・
環
境
機
械
展

示
実
演
会
」
が
４
日

～
５
日
ま
で
島
原
市

安
徳
海
岸
埋
立
地
に
お
い
て
開
か

れ
ま
す
。

こ
の
展
示
実
演
会
は
、
（
社
）
林

業
機
械
化
協
会
と
の
共
催
で
国
内
林

業
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
47
社
が
集
結

し
高
性
能
林
業
機
械
を
は
じ
め
、
最

新
の
林
業
機
械
、
チ
ッ
パ
ー
、
シ
ュ

レ
ッ
ダ
な
ど
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
有

効
活
用
や
環
境
保
全
に
資
す
る
約
４

５
０
機
種
を
展
示
し
実
演
会
を
行
い

ま
す
。

さ
ら
に
「
林
業
機

械
の
安
全
で
正
し
い

使
い
方
」
な
ど
の
講

習
会
を
通
し
て
、
最

新
の
機
械
化
や
製
品
・
技
術
情
報
を

発
信
し
、
機
械
類
の
普
及
促
進
や
現

場
の
機
械
化
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と

も
に
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
業
シ
ス
テ

ム
を
提
案
し
ま
す
。

平
成
の
雲
仙
普
賢
岳
の
大
噴
火
災

害
を
乗
り
越
え
た
島
原
半
島
は
、
８

月
下
旬
に
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
地

質
遺
産
を
活
か
し
た
自
然
公
園
「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ

の
加
盟
が
認
定
さ
れ
、
機
会
展
示
会

場
の
隣
に
は
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
も

あ
り
、
地
元
で
は
地
域
活
性
化
へ
の

期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は

地
元
島
原
市
・
雲
仙
市
・
南
島
原
市

に
よ
る
物
産
展
示
販
売
も
行
わ
れ
、

５
日
に
は
地
元
の
小
・
中
・
高
校
生

が
会
場
を
訪
れ
、
教
育
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

長
崎
県
全
国
育
樹
祭
準
備
室

前
嶋

好
孝

さ
ん

熊
本
南
部
森
林
管
理
署

多
良
木
森
林
事
務
所

首
席
森
林
官

吉
田
弘
幸

食害防止・樹木の保護のためシカネット設置

地表に顔をだしたクマササ

白髪岳山頂



【
佐
賀
森
林
管
理
署
】
夢
み
る
こ

ど
も
基
金
で
は
、
今
年
15
回
目
を
迎

え
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
虹
の
松
原
で

実
施
。
東
京
や
兵
庫
な
ど
各
地
か
ら

子
ど
も
や
保
護
者
、
基
金
関
係
者
約

90
人
、
更
に
応
援
に
駆
け
つ
け
た
地

元
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
唐

津
南
高
校
の
生
徒
な
ど
総
勢
１
４
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
、
当

署
職
員
が
講
師
と
な
り
、
森
林
管
理

署
の
仕
事
や
虹
の
松
原
の
歴
史
、
松

原
の
保
全
・
再
生
活
動
が
始
動
し
た

こ
と
な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
、
虹
の

松
原
で
の
松
葉
か
き
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
「
松
林

の
中
で
環
境
音
楽
祭
」
が
開
か
れ
、

地
元
の
小
学
生
の
太
鼓
、
オ
カ
リ
ナ

演
奏
。
４
高
合
同
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
な
ど
虹
の
松
原
に
音
色
が
響
く

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
延
岡

市
畑
国
有
林
に
お
い
て
、
低
コ
ス
ト

路
網
の
民
有
林
へ
の
普
及
や
作
業
路

作
設
技
術
の
向
上
、
職
員
や
関
係
事

業
体
の
知
識
の
習
得
を
目
的
に
「
簡

易
で
崩
れ
に
く
い
作
業
路
研
修
・
現

地
見
学
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
東
臼
杵
農
林
振
興
局
林
務
課
、

延
岡
市
、
椎
原
村
な
ど
管
内
の
林
業

関
係
機
関
、
森
林
組
合
な
ど
の
林
業

事
業
体
や
隣
接
す
る
大
分
森
林
管
理

署
の
職
員
な
ど
約
70
人
が
参
加
。
当

該
地
で
作
業
路
を
作
設
し
て
い
る

（
有
）
延
岡
物
産
か
ら
、
作
設
状
況

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る
作
業
路
作
設
の

実
演
、
既
設
の
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積
工

法
に
よ
る
路
体
や
洗
越
の
作
設
個
所

な
ど
を
見
学
後
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
、
管
内
の
各
事
業
体

か
ら
も
オ
ペ
レ
ー
タ
の
参
加
が
あ
り
、

表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法
の
作
設
状
況

を
熱
心
に
見
学
し
て
い
る
姿
が
見
受

け
ら
れ
、
導
入
に
向
け
て
の
期
待
が

高
ま
り
ま
し
た
。
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私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
旧
宇
佐

郡
安
心
院
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

中
学
の
時
父
が
病
気
と
な
り
農
作
業

が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
水
田
の

耕
作
、
山
の
植
林
や
下
刈
り
、
炭
焼

き
な
ど
母
と
共
に
働
き
ま
し
た
。
母

は
こ
の
よ
う
な
忙
し
い
中
に
も
セ
イ

ロ
で
蒸
し
た
炭
酸
饅
頭
や
サ
ツ
マ
イ

モ
な
ど
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
思
え
ば
昔
は
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ

た
な
あ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
母

に
は
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

高
校
を
出
て
働
く
よ
う
に
な
り
ま

し
て
も
、
久
住
山
・
祖
母
傾
山
で
の

遭
難
者
の
救
助
に
あ
た
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

特
に
祖
母
傾

山
で
動
け
な

く
な
っ
た
女

性
を
背
負
っ

て
救
助
を
し
た
の
が
思
い
出
に
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
山
と
の
関

わ
り
は
小
さ
い
時
か
ら
あ
っ
た
わ
け

で
す
が
、
近
年
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
は
、

地
球
温
暖
化
・
砂
漠
化
・
エ
コ
・
太

陽
光
発
電
・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
・

京
都
議
定
書
・
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
・

低
炭
素
革
命
・
海
水
温
度
一
度
上
昇

な
ど
の
記
事
を
目
に
す
る
時
、
森
林

は
大
気
中
か
ら
二
酸
化
炭
素
を
有
機

物
と
し
て
固
定
し
、
特
に
森
林
・
木

材
は
大
量
の
炭
素
を
蓄
え
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
樹
木
、
特
に
マ
ツ
、
ヒ

ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
林
で
は
フ
ィ
ト

ン
チ
ッ
ド
の
発
散
量
が
多
く
、
免
疫

力
の
向
上
な
ど
に
効
果
が
あ
る
こ
と

を
改
め
て
知
っ
た
時
、
森
林
の
整
備
・

保
全
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
時
、
九
州
森
林
管
理
局
か

ら
「
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
」
の
新
聞
記

事
を
見
ま
し
て
即
座
に
応
募
を
い
た

し
ま
し
た
。
幸
運
に
も
委
嘱
を
し
て

頂
き
、
以
来
、
会
議
・
植
林
な
ど
、

さ
ら
に
、
志
し
を
同
じ
く
す
る
多
く

の
人
達
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
感
謝

を
し
て
お
り
ま
す
。

先
般
、
鹿
児
島
に
旅
行
に
行
き
ま

し
た
が
、
開

聞
岳
の
景
色

の
素
晴
ら
し

さ
に
は
感
動

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
景
色
・
自

然
を
私
た
ち
は
、
子
供
・
孫
た
ち
に

引
き
継
ぐ
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

我
が
大
分
県
も
先
人
や
森
林
を
守
り

育
て
る
森
林
管
理
署
の
方
々
の
た
ゆ

ま
な
い
努
力
に
よ
り
日
田
・
竹
田
・

佐
伯
・
国
東
半
島
な
ど
の
森
林
、
久

住
・
祖
母
傾
山
・
く
じ
ゅ
う
高
原
・

飯
田
高
原
・
耶
馬
溪
・
高
崎
山
な
ど

の
貴
重
な
財
産
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
貴
重
な
財
産
は
私
ど
も
が
保
全
・

管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
も
多
く
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
は
大
分
県
森
林
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
森
林
の
保
全
・
管
理
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
供
・
孫
た
ち
の
た

め
、
地
球
温
暖
化
防
止
・
美
し
い
日

本
、
美
し
い
郷
土
の
森
林
・
川
・
海

を
守
る
た
め
、
健
康
の
許
す
限
り
、

広
報
啓
発
・
参
加
活
動
に
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
分
県
別
府
市
在
住
） 作業路作設の実演を見学する参加者＝宮崎北部

小野 富美男
さ
ん

「
美
し
い
日
本
、
美
し
い
郷
土
の
森
、

川
、
海
を
守
る
た
め
に
」

松葉かきに汗を流す参加者ら＝佐賀



８
月
20
日
～
26
日

農
林
水
産
省

就
業
体
験
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
の
受
入
を
指
導
普
及
課
で
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
九
州
大
学
大

学
院
修
士
課
程
１
年
の
中
間
康
介
さ

ん
が
、
「
森
林
管
理
局
の
実
務
を
経

験
す
る
こ
と
で
、
職
業
選
択
の
方
向

性
を
定
め
た
い
」
と
の
理
由
に
よ
り

森
林
管
理
局
の
職
場
を
体
験
し
ま
し

た
。こ

の
間
の
業
務
内
容
は
、
森
林
環

境
教
育
の
推
進
を
図
る
「
実
践
・
公

開
講
座
」
、
小
学
校
の
教
職
員
を
対

象
に
し
た
「
森
の
塾
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
や
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
で
取
り

組
ん
で
い
る
「
平
成
21
年
度
技
術
開

発
重
点
課
題
」
の
現
地
調
査
な
ど
に

同
行
し
、
職
場
体
験
実
習
を
し
ま
し

た
。「

実
践
・
公
開
講
座
」
、
「
森
の

塾
」
で
は
、
実
習
生
は
参
加
者
の
サ

ポ
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど
を
体

験
。
慣
れ
な
い
体
験
で
大
変
そ
う
な

様
子
で
し
た
。

ま
た
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
試

験
地
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
自
身
が

森
林
施
業
技
術
の
勉
強
や
研
究
を
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
質
問
を

す
る
な
ど
関
心
が
高
く
興
味
深
い
実

習
の
よ
う
で
し
た
。

今
回
の
実
習
を
終
え
、
実
習
生
か

ら
は
「
林
野
庁
を
含
め
、
何
ら
か
の

形
で
林
業
に
関
わ
る
職
業
に
就
き
た

い
気
持
ち
が
よ
り
強
く
な
っ
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
機
会
を
通
じ
よ
り
多
く
の
方

が
、
国
有
林
の
業
務
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
職
業
選
択
の
視
野
が
広
が

れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）

【
熊
本
森
林
管
理
署
】
熊
本
市
立

金
峰
山
少
年
自
然
の
家
で
は
、
「
よ

か
よ
か
金
峰
の
森
」
事
業
と
し
て
、

集
団
宿
泊
教
室
の
中
で
総
合
的
な
学

習
の
一
環
と
し
て
、
自
然
環
境
学
習

や
林
業
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
熊
本
市
内
の
松
尾
東
・

松
尾
西
・
松
尾
北
・
小
島
・
中
島
小

学
校
の
５
年
生
99
人
を
対
象
に
、
当

署
も
講
師
を
派
遣
し
森
林
教
室
を
実

施
。
児
童
ら
は
午
前
中
、
保
育
間
伐

の
作
業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
保
護
具

を
着
用
し
て
の
慣
れ
な
い
作
業
に

「
疲
れ
た
」
。
ま
た
、
間
伐
後
の
林

内
に
日
差
し
が
入
り
込
む
様
子
に

「
明
る
く
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
午
後
は
、
本
立
て
、

丸
太
切
り
、
ペ
ン
立
て
作
り
を
体
験

し
、
木
工
品
の
暖
か
み
や
森
林
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

【
大
隅
森
林
管
理
署
】
鹿
児
島
県

東
串
良
町
に
あ
る
海
岸
保
安
林
、
通

称
「
柏
原
海
岸
林
」
で
、
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
東
串
良
町

と
当
署
か
ら
36
人
が
参
加
し
、
松
林

内
に
散
乱
す
る
一
般
家
庭
ゴ
ミ
や
タ

イ
ヤ
、
家
電
な
ど
軽
ト
ラ
ッ
ク
５
台

分
を
回
収
し
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
に

は
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
で
賑
わ

う
行
楽
地
で
す
が
、
道
路
沿
線
を
中

心
に
色
ん
な
物
が
投
棄
さ
れ
て
お
り
、

改
め
て
人
間
の
モ
ラ
ル
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
日
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、

ゴ
ミ
回
収
の
取
り
組
み
は
、
ゴ
ミ
を

捨
て
に
く
い
環
境
づ
く
り
と
、
「
海

岸
林
」
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
不
法

投
棄
防
止
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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私
は
、
虹
の
松
原
に
住
む
大
き
な

大
き
な
ク
ロ
マ
ツ
で
あ
る
。
四
百
年

も
前
に
、
唐
津
藩
主
寺
沢

志
摩
守
に
よ
っ
て
植
え
ら

れ
た
ん
じ
ゃ
。
み
ん
な
は
、

私
の
こ
と
を
「
大
老
の
マ
ツ
」
と
呼

ん
で
い
る
。
こ
こ
虹
の
松
原
に
は
私

の
仲
間
が
百
万
人
（
本
）
も
住
ん
で

い
て
、
人
間
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
き

た
ん
じ
ゃ
。

そ
ん
な
私
に
異
変
が
起
き
た
の
は
、

去
年
の
秋
の
こ
と
だ
っ
た
。
妙
に
体

が
だ
る
く
な
っ
て
、
枝
が
枯
れ
始
め

た
ん
じ
ゃ
。
み
ん
な
が
、
心
配
そ
う

に
私
を
み
つ
め
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
。

あ
る
日
の
こ
と
、
そ
ん
な
私
の
も

と
に
森
林
管
理
署
の
職
員
が
や
っ
て

き
て
、
「
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
や
ら
れ

た
ば
い
。
切
り
倒
す
し
か
な
か
。
い

や
い
や
、
こ
こ
ま
で
長
生
き
を
し
て

き
た
ん
じ
ゃ
。
治
療
を
ば
せ
ん
と
」

と
話
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
た
ん
じ
ゃ
。

結
局
、
私
は
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

し
た
ん
じ
ゃ
。
私
の
体
に
何
十
本
も

の
薬
が
注
入
さ
れ
、
枯
れ
た
枝
は
切
っ

て
も
ら
っ
た
ん
じ
ゃ
。

多
く
の
人
間
や
私
の

仲
間
達
が
「
も
っ
と
長

生
き
を
、
頑
張
れ
、
頑
張
れ
」
と
励

ま
し
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
。
私
も
最
後

の
力
を
振
り
絞
っ
て
生
き
て
み
る
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

（
佐
賀
森
林
管
理
署
長

冨
田
幸
一
）

クラフト作りをサポートする中間さん

枝打ち作業に挑戦する児童ら＝熊本

道路沿線でのゴミ回収作業＝大隅



７
月
26
日
、
熊
本
城
の
一
角
に
あ

る
監
物
台
樹
木
園
み
ど
り
の
交
流
館

に
お
い
て
第
２
回
実
践
・
公
開
講
座

「
森
林
の
公
益
的
機
能
を
知
ろ
う
」

（
絵
手
紙
）
を
行
い
ま
し
た
。

同
講
座
に
は
24
人
が
参
加
。
講
師

は
前
回
に
続
き
九
州
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
会
の
松
野
親
人
さ
ん
を
招
き
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
林
の
役
割
と
地
球
温
暖
化
問
題

に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
後
、
絵

手
紙
作
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

松
野
さ
ん
か
ら
絵
手
紙
を
描
く
と
き

の
コ
ツ
が
伝
授
さ
れ
る
と
参
加
者
は

自
信
を
持
っ
た
様
子
で
作
品
作
り
に

取
り
か
か
り
、
夏
野
菜
や
花
な
ど
次
々

と
素
敵
な
作
品
を
仕
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を

一
つ
一
つ
額
に
入
れ
、
松
野
さ
ん
よ

り
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
額
に
入
れ
る
と
、
き
れ

い
に
み
え
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
自
ら
の
絵
手
紙

の
出
来
映
え
に
満
足
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）
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局
庁
舎
玄
関
前
で
３
㌢
ほ
ど
の
チ
ョ

ウ
に
出
逢
っ
た
。
「
ク
ロ
マ
ダ
ラ
ソ

テ
ツ
シ
ジ
ミ
」
と
い
う
ら
し
い
が
、

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
▼
東

南
ア
ジ
ア
原
産
の
亜
熱
帯
性
の
チ
ョ

ウ
で
、
幼
虫
は
ソ
テ
ツ
の
若
葉
を
食

す
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
仲
間
。
こ
の
夏
は

東
京
都
心
で
も
繁
殖
が
確
認
さ
れ
、

生
息
域
は
確
実
に
北
上
し
て
い
る
よ

う
だ
。
こ
れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響

な
の
だ
ろ
う
▼
こ
の
夏
ス
ー
パ
ー
で

は
規
格
外
や
傷
も
の
の
野
菜
な
ど
い

わ
ゆ
る
ワ
ケ
あ
り
商
品
が
並
ん
で
い

る
。
日
照
不
足
に
よ
る
夏
野
菜
の
生

育
不
良
の
た
め
価
格
高
騰
に
対
処
し

た
も
の
だ
。
自
然
と
共
生
す
る
に
は

少
し
ず
つ
歯
車
が
狂
い
始
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
気
に
か
か
る
。
水
際
で
の
対

策
に
始
ま
り
、
い
ま
で
は
重
篤
化
を

防
ぐ
た
め
の
対
策
へ
と
変
わ
っ
た
▼

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
今
月
下
旬

か
ら
来
月
上
旬
が
ピ
ー
ク
と
な
り
１

日
76
万
人
が
発
症
す
る
と
試
算
し
て

い
る
が
、
変
異
し
な
い
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
▼
９
月
期
は
労

働
衛
生
週
間
の
準
備
月
間
だ
。
手
洗

い
と
う
が
い
を
確
実
に
行
い
。
規
則

正
し
い
生
活
と
食
事
、
充
分
な
睡
眠

と
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
予
防
に
取

り
組
み
た
い
（
晴
）

本
州
（
岩
手
県
以
南
）
、
四
国
、

九
州
に
分
布
し
て
お
り
樹
高
７
～
10

㍍
ま
で
に
な
る
落
葉
広
葉
樹
。
ぼ
う

が
の
新
芽
、
新
し
い
枝
（
幹
）
が
ま
っ

赤
に
な
る
こ
と
か
ら
お
正
月
の
花
卉

（
か
き
）
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、

昨
今
は
冬
で
も
多
く
の
生
花
が
出
回

る
よ
う
に
な
り
ネ
ジ
キ
を
使
っ
た
生

け
花
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
。

花
は
白
色
の
筒
形
で
一
列
に
並
ん

で
下
向
き
に
咲
き
、
果
実
を
付
け
る

頃
は
花
柄
が
上
向
き
に
な
り
熟
す
。

ツ
ツ
ジ
科
の
筒
形
の
花
は
花
の
柄
を

曲
げ
て
果
実
（
そ
う
果
）
を
付
け
る

の
で
、
森
の
観
察
会
で
は
動
か
な
い

植
物
の
不
思
議
と
し
て
好
評
を
得
て

い
る
。
果
実
は
ほ
ぼ
一
年
中
付
い
て

お
り
、
葉
は
や
や
薄
く
波
打
っ
て
い

る
の
で
判
別
点
と
し
て
役
立
つ
。

案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
ネ
ジ

キ
の
有
毒
樹
木
で
あ
る
こ
と
、
ア
セ

ビ
と
同
様
山
羊
、
牛
、
馬
の
中
毒
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
薪
に
す

る
と
燃
え
難
い
、
炭
に
焼
く
と
、
硬

く
火
付
き
が
悪
い
こ
と
か
ら
オ
ジ
ゴ

ロ
シ
、
オ
バ
ナ
カ
シ
な
ど
の
方
言
は

面
白
い
。
（
植
物
と
民
俗

倉
田
悟
）

名
前
は
幹
が
ね
じ
れ
る
こ
と
か
ら

付
け
ら
れ
根
元
に
な
る
ほ
ど
ね
じ
れ

が
大
き
い
。
樹
木
園
に
は
中
央
の
東

側
に
胸
高
直
径
８
㌢
（
二
本
立
ち
）
、

樹
高
４
㍍
の
ネ
ジ
キ
が
毎
年
花
を
咲

か
せ
果
実
を
つ
け
て
い
る
。

絵手紙作りに取り組む参加者ら

平成21年度全国労働衛生週間が10月１日

から７日まで全国一斉に行われます。当局

においてもこの趣旨に沿い、積極的な衛生

管理の推進を図るため「平成21年度九州森

林管理局労働衛生週間実施要領」を定め取

り組んでいるところです。

なお、９月は準備期間となっています。

各署等においても「平成21年度安全衛生

管理実行方針書」の重点項目の一つである

『「心とからだの健康」の保持増進』に向

けた労働衛生活動の積極的な展開をお願い

します。

スローガン

自分の健康 家族の安心
心掛けよう 健康生活


